週刊やすいゆたか’11年10月13日創刊号
哲学ファンタジーが反響を呼ぶ

―大経大倫理学入門秋学期も五百人超受講―

大経大の倫理学入門は３限「鉄腕アトムは人間か？」５限「ヤマトタケルの大冒険」という哲学ファンタジーを自作して教材にしているのが反響を呼び、前期に引き続いて計五百人を超える受講者があった。

この科目は三年連続年間受講者が千人を超えており、ファンタジーを倫理学入門のテキストにしたのが原因と見られる。対照的に土曜日午後６時からの「哲学入門」「現代と哲学」は講師は同じ保井温であるが受講者は二十名台に止まっており、出席率もかんばしくない。

倫理学の場合、ファンタジーにして倫理学の問題をてんこ盛りにするのはそれほど難しくないのだが、哲学の場合はそう簡単ではなく、ファンタジー化が無理なら、推理小説化、それも無理なら、「ビジネスマンのための哲学入門」にするか迷っている、ともかく哲学も概論的な講義では成り立ちにくくなっているようである。

ただ倫理学入門受講者が多いのはいいが、百人を超えると騒がしくなる傾向があり、私語対策や居眠り対策が講師の頭痛の種である。また講義開始のベルが鳴ると出て行く学生がぞろぞろいたりして、出席を成績に加えているだけに嘆かわしい限りである。


やすいゆたかがなんとイエス非実在説!?
　琉文21というサイトで、09/26: 聖徳太子信仰号末尾に(やすいゆたか)の文字が入った、イエス非実在説が紹介されていた。もちろんやすいは、今や有力になりつつある「聖餐による復活仮説」の提唱者であって、イエスが架空の人物であったというのでは絶対困るのである。早速抗議の書き込みをして謝罪と訂正を求めたが、削除訂正をしたものの謝罪はなかった。

今やＷＥＢは立派なメディアなのだから、間違った情報を流した場合は責任ある態度を示すべきである。
　ところが編集者は「やすいゆたか氏のネット上にあるものをそのまま引用したらご本人から否定のコメントがきた。別に何らかの意図があるわけでもないので削除し訂正する。なお、やすいゆたか氏の哲学的見解はネット上にブログ「やすいゆたかの部屋」「やすいゆたか事典」などで発信されているので参考されたい。またウィキペディアには経歴が紹介されている。」とコメントコーナーに書き込んで済ませている。

「やすいゆたかの部屋」もメディア一つであり、今や個人のホームページも様々な人々がいろんな意見を載せている。だれの文章かは一目瞭然である。そういう常識も欠けるようでは責任あるＷＥＢ編集とはいえない。

http://ryubun21.net/index.php?itemid=2698#c51178（琉文21）
脱稿「知識創造理論と西田哲学」
―『立命館文學』服部・日下部両教授退職記念号に投稿―

　やすいは８月５日（金）に日本生産性本部の『経営革新研究会』（野中郁次郎教授主座）で西田哲学の純粋経験と場所の論理について講演（於、日本工業倶楽部）した流れで、野中教授の知識創造理論を西田哲学の純粋経験、場所の論理、行為的直観などのタームを使用して、経営哲学として深めようという「知識創造理論と西田哲学」を九月末に脱稿した。ただし、本格的な論文に仕上げるにはまだ日が浅いので、随想的なものになった。
ただ成果としては、西田哲学を経営学に適用することによって、「物になって見、物になって考える」「物になって見、物になって行う」という西田哲学が、社会的な諸事物や環境的自然、組織体も含めて人間を捉え返す、私の提唱しているネオヒューマニズムに非常に近いものと位置付けることができたということである。

